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今
年
も
７
月
を
迎
え
半
年

が
過
ぎ
、
春
・
秋
の
な
い
異

常
気
象
が
続
い
て
い
る
。
こ

こ
数
年
に
渡
り
病
院
経
営
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
価
格

転
嫁
が
で
き
な
い
医
療
費
は

公
定
価
格
で
あ
り
、
イ
ン
フ

レ
傾
向
に
よ
る
医
療
材
料
費

の
高
騰
と
人
件
費
の
増
大
に

よ
っ
て
利
益
を
圧
縮
す
る
ど

こ
ろ
か
、
赤
字
の
拡
大
が
広

が
っ
て
い
る
。
２
～
３
年
前

か
ら
企
業
の
賃
金
ア
ッ
プ

は
、
５
～
７
％
で
あ
る
が
、

診
療
報
酬
で
認
め
ら
れ
て
い

る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は

２
～
３
％
で
半
分
以
下
、
医

療
人
材
は
以
前
か
ら
少
な
か

っ
た
こ
と
に
拍
車
が
か
か

り
、
病
床
の
稼
働
率
を
下
げ

て
い
る
▼
毎
年
語
ら
れ
て
い

る
財
政
審
か
ら
答
申
を
受
け

て
出
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

「
骨
太
の
方
針
」
が
６
月
中

旬
に
出
さ
れ
た
。
２
年
に
１

回
の
診
療
報
酬
改
定
の
前
年

の
今
年
（
２
０
２
５
年
）
の

骨
太
の
方
針
は
、
高
齢
化
の

伸
び
の
範
囲
内
に
抑
制
の
文

言
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
「
抑
制
」
の
二
文
字
が

骨
太
の
方
針
に
書
か
れ
る

と
、
高
齢
化
に
伴
う
自
然
増

を
一
定
程
度
抑
制
し
社
会
保

障
費
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ
、

改
定
率
が
低
く
な
る
▼
し
か

し
今
後
と
も
日
本
の
医
療
の

根
幹
を
担
っ
て
い
る
病
院
医

療
は
大
幅
な
改
定
が
な
い
限

り
崩
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う

し
、
世
界
に
冠
た
る
国
民
皆

保
健
制
度
の
危
機
が
到
来
す

る
で
あ
ろ
う
。
２
０
２
６
年

度
改
定
を
期
待
し
た
い
。

（
Ｈ
・
Ｓ
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な

っ
て
２
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
患
者
さ
ん
の
数
は
な
か

な
か
戻
っ
て
来
ま
せ
ん
。
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

予
防
が
進
ん
だ
り
し
た
の
は

社
会
全
体
で
は
良
い
こ
と
で

す
が
、
病
院
経
営
は
大
変
で

す
。
令
和
の
米
騒
動
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
諸
物
価
の
高
騰

で
病
院
は
ど
こ
も
苦
し
い
状

態
で
す
。「
日
本
病
院
団
体

協
議
会
（
日
病
協
）」
も
５
項

目
の
緊
急
要
望
を
出
し
て
政

府
に
訴
え
て
い
ま
す
。

【
日
病
協
が
要
望
し
て
い
る

５
項
目
】

　
１
．
入
院
基
本
料
の
引
き

上
げ

　
２
．
診
療
報
酬
が
物
価
高

騰
や
人
件
費
高
騰
に
適
切
に

対
応
す
る
仕
組
み
の
導
入

　
３
．
人
員
配
置
を
基
本
要

件
と
し
た
従
来
型
の
診
療
報

酬
体
系
の
抜
本
的
な
見
直
し

　
４
．
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
係

る
費
用
に
対
す
る
適
切
な
評

価　
５
．
入
院
時
食
事
療
養
費

に
対
す
る
継
続
的
か
つ
適
切

な
評
価

　
１
と
２
は
厚
労
省
よ
り
上

の
政
府
が
取
り
ま
と
め
る

「
骨
太
の
方
針
」
が
基
と
な

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
社

会
保
障
費
の
伸
び
は
高
齢
者

の
増
加
分
以
内
に
抑
え
ろ

と
。
こ
れ
で
は
医
療
界
は
や

っ
て
い
け
ま
せ
ん
。

　
医
療
は
日
進
月
歩
な
の

で
、
そ
の
分
は
皆
持
ち
出
し

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
白

血
病
は
少
し
前
迄
（
平
成
の

初
め
頃
）
は
不
治
の
病
で
し

た
。
小
生
の
知
人
の
内
科
医

は
診
断
が
決
ま
っ
て
し
ば
ら

く
し
て
世
捨
て
人
的
に
丹
波

篠
山
の
別
荘
に
籠
り
、
社
会

と
の
交
際
を
絶
っ
て
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
今
で
は
水
泳

の
池
江
選
手
の
よ
う
に
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
も
出
ら
れ
ま

す
。
雲
泥
の
差
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
高
額

薬
剤
な
く
し
て
は
実
現
で
き

ま
せ
ん
。
本
庶
先
生
の
オ
プ

ジ
ー
ボ
な
ど
続
々
と
著
効
な

抗
癌
剤
が
出
て
い
ま
す
。
ま

た
、
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
の
ダ
ビ

ン
チ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
高

額
医
療
機
器
も
先
進
医
療
に

は
不
可
欠
で
す
。

　
支
出
の
増
加
は
何
と
言
っ

て
も
人
件
費
で
、
医
療
は
最

も
人
手
を
要
す
仕
事
で
す
。

昔
の
「
医
」
の
字
は
、
矢
の

傷
を
医
師
・
薬
剤
師
・
看
護

師
の
３
つ
の
職
で
囲
う
、
あ

と
の
空
白
は
本
人
の
気
力
や

天
・
神
仏
の
力
と
小
生
は
考

え
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
は
30
種
以
上
の
資
格
を

持
つ
方
々
が
支
え
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
臨
床
工
学
士

（
Ｃ
Ｅ
：C

linical E
ng

ineer

）。
こ
の
方
達
は
、
人

工
心
肺
、
人
工
呼
吸
器
、
人

工
腎
臓
、
輸
液
ポ
ン
プ（Inf

usion pum
p

）な
ど
を
使

っ
て
他
の
ス
タ
ッ
フ
を
助
け

ま
す
。
ま
た
、
機
器
の
保
守

点
検
も
し
て
く
れ
る
の
で
安

心
し
て
自
分
の
業
務
に
専
念

で
き
ま
す
。
昔
は
業
者
に
電

話
し
て
修
理
し
に
来
て
も
ら

っ
た
り
大
変
で
し
た
。
も
し

こ
の
方
達
が
い
な
け
れ
ば
、

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
の
死
者
は

か
な
り
増
え
て
い
た
と
身
震

い
し
ま
す
。

　
医
療
連
携
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
Ｍ
Ｓ
Ｗ
（M

edical S
o

cial W
orker

）
も
新
し

い
分
野
で
し
ょ
う
。
地
域
医

療
連
携
室
は
病
院
の
大
き
な

部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
紹

介
・
逆
紹
介
な
ど
病
病
連

携
、
病
診
連
携
、
さ
ら
に
医

療
と
介
護
の
連
携
に
も
な
く

て
は
な
ら
な
い
方
々
で
す
。

　
ま
た
、
入
院
時
の
食
事
も

「
ま
ず
い
、
冷
た
い
、（
夜
）

早
い
」
な
ど
の
不
満
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
は
適
時

適
温
で
様
変
わ
り
、
そ
の
た

め
に
は
人
員
や
設
備
も
増
強

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
委
託

の
場
合
は
業
者
が
少
な
く
言

い
値
に
近
い
高
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
食
材
の
値
上
げ
だ
け
で
な

く
、
光
熱
水
費
も
期
中
改
定

し
て
も
米
価
と
同
じ
く
追
い

つ
い
て
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
様
に
、
稀
に
み
る
イ

ン
フ
レ
状
態
は
２
年
で
の
１

度
の
公
定
価
格
の
診
療
報
酬

改
定
の
制
度
設
定
時
に
は
お

そ
ら
く
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
筈
で
す
。
本
連
盟
の
病
院

運
営
実
態
分
析
調
査
で
は
約

８
割
の
病
院
が
赤
字
、
史
上

最
悪
の
収
支
状
況
で
す
。
ぜ

ひ
政
府
一
丸
と
な
っ
て
対
策

を
講
じ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
本
連
盟
の
行
事
で

す
が
、
昨
年
の
移
動
理
事
会

は
浦
田
副
会
長
の
お
世
話
で

名
古
市
で
開
か
れ
、
当
面
の

課
題
が
熟
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
中
野
常
務
理
事
の
お

世
話
で
、
群
馬
県
の
高
崎
市

で
行
い
ま
す
。
多
数
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
35
回
目
の
「
国
民

の
健
康
会
議
」
は
、
御
年
98

歳
の
行
天
良
雄
先
生
を
目
標

に
、
テ
ー
マ
は
「
人
生
１
０

０
年
を
生
き
抜
こ
う
‼
」
で

す
。
前
半
は
、
ロ
コ
モ
、
口

腔
フ
レ
イ
ル
、
認
知
症
、
尿

失
禁
防
止
な
ど
の
た
め
に
、

そ
の
分
野
の
第
一
人
者
４
名

を
講
師
に
迎
え
、
後
半
は
、

川
嶋
み
ど
り
先
生
（
94
歳
）

と
行
天
先
生
の
対
談
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
10
月
２
日

（
木
）、
日
本
教
育
会
館「
一

ツ
橋
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご

参
加
の
予
定
を
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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会場のもよう

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
の
令

和
７
年
度
「
定
時
総
会
」
が

６
月
11
日
（
水
）
に
「
食
品

衛
生
セ
ン
タ
ー
」
さ
れ
た
。

本
連
盟
の
役
員
の
任
期
は
２

年
間
で
今
年
が
改
選
の
年
に

あ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
互

選
が
行
わ
れ
、
邉
見
公
雄
会

長
の
再
選
が
了
承
さ
れ
て
い

る
。
総
会
で
は
入
院
基
本
料

の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め

る
な
ど
８
項
目
に
わ
た
る
決

議
を
満
場
一
致
で
採
択
し

た
。（
２
～
３
面
に
決
議
の

全
文
を
掲
載
）

　
当
日
は
、
浦
田
士
郎
副
会

長
（
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
安
城

更
生
病
院
・
名
誉
院
長
）
が

度
事
業
報
告
書
案
」
は
辻
井

正
彦
副
会
長
（
地
方
独
立
行

政
法
人
市
立
東
大
阪
医
療
セ

ン
タ
ー
・
理
事
長
）
か
ら
上

程
が
あ
り
了
承
さ
れ
、
第
２

開
会
宣
言
を
行
っ
た
後
、
邉

見
会
長
が
開
会
挨
拶
を
行
っ

た
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て

お
迎
え
し
た
厚
生
労
働
副
大

臣
の
仁
木
博
文
先
生
と
日
本

病
院
会
会
長
の
相
澤
孝
夫
先

生
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
議
長
団
の
選
出
が
行
わ

れ
、
全
国
公
立
病
院
連
盟
か

ら
推
薦
さ
れ
た
小
野
寺
知
哉

先
生
（
地
方
独
立
行
政
法
人

静
岡
市
立
静
岡
病
院
・
理
事

長
）
と
日
本
私
立
病
院
協
会

か
ら
推
薦
さ
れ
た
長
尾
建
樹

先
生
（
公
益
財
団
法
人
日
産

厚
生
会
佐
倉
厚
生
園
病
院
・

院
長
）
の
両
氏
に
よ
り
議
事

が
進
め
ら
れ
た
。

　
第
１
号
議
案
「
令
和
６
年

号
議
案
の
「
令
和
６
年
度
収

支
計
算
書
案
、
貸
借
対
照
表

案
、
財
産
目
録
案
」
は
中
村

哲
也
副
会
長
（
医
療
法
人
社

団
明
芳
会
板
橋
中
央
総
合
病

院
・
理
事
長
）
か
ら
上
程
さ

れ
、
岡
田
俊
英
監
事
（
石
川

県
立
中
央
病
院
・
院
長
）
よ

り
監
査
報
告
が
あ
り
、
引
き

続
い
て
上
程
さ
れ
た
「
令
和

６
年
度
当
期
未
処
分
残
余
金

処
分
計
算
書
案
」
と
一
括
し

て
了
承
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
３
月
の
理
事
会

で
す
で
に
承
認
を
受
け
て
い

た
「
令
和
７
年
度
事
業
計
画

書
」
に
つ
い
て
は
重
井
文
博

副
会
長
（
社
会
医
療
法
人
創

和
会
し
げ
い
病
院
・
理
事

長
）、「
令
和
７
年
度
収
支
予

算
書
」
に
つ
い
て
は
牧
野
憲

一
副
会
長
（
旭
川
赤
十
字
病

院
名
誉
院
長
・
特
別
顧
問
）

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
本
年
度
は
２
年

に
１
度
の
改
選
期
に
あ
た
る

た
め
第
３
号
議
案
「
役
員
の

選
任
案
」
が
邉
見
会
長
か
ら

提
案
さ
れ
、
加
盟
団
体
か
ら

推
薦
さ
れ
た
理
事
と
監
事
の

候
補
者
が
了
承
さ
れ
た
後
、

「
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理

事
」
の
互
選
を
行
う
た
め
に

総
会
を
一
時
中
断
し
て
「
理

事
会
」
が
開
催
さ
れ
、
邉
見

会
長
の
再
選
が
了
承
さ
れ
て

い
る
。（
３
面
に
役
員
名
簿

を
掲
載
）

　
そ
の
後
、
再
開
さ
れ
た
総

会
で
第
４
号
議
案
「
顧
問
・

特
別
参
与
の
推
戴
」
が
上
程

さ
れ
異
議
な
く
了
承
、
第
５

号
議
案
の
「
決
議
案
」
を
三

角
隆
彦
副
会
長
（
神
奈
川
県

済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院
・

院
長
）
が
朗
読
し
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
望
月
泉
副
会
長

（
八
幡
平
市
病
院
事
業
管
理

者
兼
八
幡
平
市
立
病
院
統
括

院
長
）
が
閉
会
挨
拶
を
行
っ

て
総
会
は
終
了
し
た
。

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
の

「
定
時
総
会
」
に
先
立
ち
、

神
野
正
博
先
生
（
社
会
医
療

法
人
財
団
董
仙
会
恵
寿
総
合

病
院
・
理
事
長
）
を
お
迎
え

し
て
「
地
域
と
病
院
の
持
続

可
能
性
を
考
え
る
～
２
つ
の

災
害
に
ど
う
向
き
合
う
か

～
」
を
テ
ー
マ
に
「
記
念
講

演
」
が
行
わ
れ
た
。

一
般
社
団
法
人
　
　
　
　
　
　
　

　

全
国
公
私
病
院
連
盟

会 
長
　

邉
　
見
　
公
　
雄

会
　
長
　
所
　
信

【 記念講演 】

神野正博先生が講演
テーマ　地域と病院の持続可能性を考える

～ 2 つの災害にどう向き合うか ～

来賓の相澤先生 来賓の仁木先生
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決
　
議

　
今
年
度
の
病
院
界
は
、
診

療
報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ

な
く
し
て
、
病
院
の
存
続
や

地
域
医
療
の
維
持
は
不
可
能

で
あ
る
と
い
う
深
刻
な
実
情

を
、
社
会
全
体
に
訴
え
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
国

立
大
学
病
院
長
会
議
を
皮
切

り
に
、
各
病
院
団
体
か
ら
は

「
昨
年
の
ト
リ
プ
ル
改
定

は
、
物
価
や
賃
金
の
上
昇
に

追
い
つ
か
な
い
実
質
的
な
マ

イ
ナ
ス
改
定
で
あ
る
」
と
の

声
が
相
次
い
で
お
り
、
現
場

か
ら
は
悲
鳴
と
も
い
え
る
切

実
な
訴
え
が
上
が
っ
て
い

る
。

　
本
連
盟
に
お
い
て
も
、
去

る
３
月
14
日
の
理
事
会
後
の

定
例
記
者
会
見
に
お
い
て
、

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
、

全
国
公
立
病
院
連
盟
、
全
国

厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
、
日
本
赤
十
字
社
病
院
長

連
盟
、
全
国
済
生
会
病
院
長

会
、
岡
山
県
病
院
協
会
、
日

本
私
立
病
院
協
会
、
日
本
公

的
病
院
精
神
科
協
会
の
８
つ

の
構
成
団
体
が
「
期
中
改
定

は
不
可
欠
」
と
の
立
場
を
表

明
し
た
。

　
現
在
の
診
療
報
酬
制
度

は
、
主
に
内
科
診
療
所
を
中

心
に
、
薬
価
差
益
を
大
き
な

収
入
源
と
し
て
設
計
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
技
術
料
や
外

科
系
手
術
、
多
職
種
に
よ
る

チ
ー
ム
医
療
へ
の
評
価
は
軽

視
さ
れ
る
か
、
後
か
ら
部
分

的
に
追
加
さ
れ
た
に
過
ぎ

ず
、
そ
の
評
価
も
極
め
て
限

定
的
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
長
年
に
わ
た
る

医
療
費
抑
制
政
策
、
外
来
に

比
し
て
入
院
医
療
に
手
薄
な

報
酬
体
系
に
よ
り
、
病
院
は

厚
生
労
働
省
の
責
任
に
お
い

て
医
療
に
係
る
消
費
税
問
題

の
責
任
部
署
を
明
確
に
し
て

早
急
に
具
体
的
な
検
討
・
解

決
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

４
．
医
師
の
偏
在
と
働
き
方

改
革
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
医
師
の
偏
在
に
つ
い

て　
全
国
的
に
診
療
科
偏
在
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
麻
酔
科

・
外
科
・
小
児
科
等
を
始
め

と
し
て
、
病
院
は
医
師
確
保

に
難
渋
し
て
お
り
、
今
後
、

現
行
の
医
療
提
供
体
制
す
ら

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
の

医
師
偏
在
の
実
態
（
診
療

科
、
病
院
と
診
療
所
、
昼
夜

等
）や
、医
療
現
場
の
取
組
の

現
状
（
労
働
時
間
、
宿
日
直

許
可
の
取
得
や
医
師
の
業
務

改
善
状
況
、タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
及
び
タ
ス
ク
・
シ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
推
進
等
）
を
把

握
し
て
、
必
要
に
応
じ
柔
軟

に
実
効
性
・
即
効
性
の
あ
る

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

地
域
医
療
の
確
保
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
必
要
な
配
慮

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）
医
師
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用

さ
れ
た
が
、
労
働
時
間
の
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し

い
な
ど
改
革
を
進
め
て
行
く

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
の
処
遇
改
善

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
行
の
診
療
報
酬
制
度
で
は

専
門
職
の
職
員
を
配
置
で
き

て
初
め
て
算
定
が
で
き
る
方

式
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
労
働
人
口
の
減
少
も
相

ま
っ
て
容
易
に
は
増
収
が
見

込
め
ず
に
厳
し
い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
病
院
収
入
の

源
は
公
定
価
格
で
決
め
ら
れ

た
診
療
報
酬
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
医
療
従
事
者
の
賃
上
げ

に
よ
る
処
遇
改
善
に
加
え
、

病
院
の
施
設
運
営
に
係
る
基

礎
的
経
費
を
物
価
・
賃
金
等

の
上
昇
に
応
じ
て
適
切
に
診

療
報
酬
で
賄
え
る
仕
組
み
と

し
、
恒
久
的
に
担
保
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
結
論
と
し
て

入
院
基
本
料
の
大
幅
ア
ッ
プ

を
要
望
す
る
。

（
２
）社
会
保
障
審
議
会「
医

療
保
険
部
会
」
と
「
医
療
部

会
」
に
つ
い
て

　
診
療
報
酬
改
定
の
議
論
で

は
、社
会
保
障
審
議
会
の「
医

療
保
険
部
会
」
で
の
議
論
が

先
行
し
、「
医
療
部
会
」
が
後

追
い
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、

事
業
計
画
よ
り
収
支
予
算
あ

り
き
の
議
論
に
な
っ
て
い
る

の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。

　
診
療
報
酬
の
改
定
に
あ
た

っ
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会

「
医
療
部
会
」
と
「
中
央
社

会
保
険
医
療
協
議
会
」
の
議

論
を
先
行
さ
せ
、
そ
の
議
論

子
カ
ル
テ
は
指
示
の
徹
底
・

情
報
の
共
有
・
複
数
に
よ
る

安
全
確
認
な
ど
、
最
重
要
機

器
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
医

療
体
制
や
医
療
連
携
が
進
む

現
状
に
お
い
て
情
報
交
換
は

正
確
で
迅
速
で
あ
る
必
要
が

あ
り
、
特
に
ベ
ン
ダ
ー
が
異

な
る
電
子
カ
ル
テ
で
は
互
換

性
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
診
療
報

酬
改
定
の
度
に
起
こ
る
ソ
フ

ト
の
改
変
、
約
5
年
ご
と
と

さ
れ
る
機
種
の
更
新
な
ど
の

病
院
負
担
は
多
大
で
あ
り
、

健
全
な
医
療
活
動
を
圧
迫
し

て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対

策
は
高
い
費
用
を
要
し
、
現

在
の
診
療
報
酬
で
は
実
施
不

可
能
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら

費
用
の
公
的
支
援
が
必
要
で

あ
る
。

（
１
）
電
子
カ
ル
テ
情
報
共

有
サ
ー
ビ
ス

　
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
全
国

の
医
療
機
関
・
患
者
間
で
共

有
す
る
仕
組
み
の
準
備
が
進

め
ら
れ
、
２
０
２
５
年
度
中

の
本
格
運
用
を
目
指
す
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
既
存
電
子

カ
ル
テ
の
標
準
化
対
応
に
向

け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
の
高
額

な
コ
ス
ト
が
負
担
と
な
っ
て

い
る
が
、
現
在
の
診
療
報
酬

や
補
助
金
で
は
不
十
分
で
実

施
不
可
能
な
病
院
が
出
て
く

る
の
で
、
係
る
費
用
の
公
的

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

（
２
）
病
院
に
お
け
る
医
療

体
力
を
削
が
れ
続
け
て
き

た
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
基
礎
的
な
経
営
体
力
ま

で
も
が
著
し
く
低
下
し
、
現

在
の
報
酬
水
準
で
は
、
病
院

の
改
築
や
新
鋭
機
器
更
新
は

も
と
よ
り
継
続
的
運
営
す
ら

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え

る
と
、
個
別
の
点
数
見
直
し

も
重
要
で
は
あ
る
が
、
病
院

医
療
の
根
幹
を
支
え
る
に
は

入
院
基
本
料
の
大
幅
な
引
き

上
げ
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
本
連
盟
は
、
以
下

の
と
お
り
決
議
し
、
強
く
要

望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
記

１
．
診
療
報
酬
に
関
す
る
こ

と（
１
）
診
療
報
酬
増
額
に
つ

い
て

　
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
は
、
診
療
報
酬
本
体
の
改

定
率
か
ら
人
件
費
や
食
事
材

料
費
へ
の
充
当
分
を
差
し
引

き
薬
価
等
の
引
き
下
げ
を
合

わ
せ
る
と
実
質
マ
イ
ナ
ス
改

定
と
な
り
、
本
連
盟
が
会
員

病
院
を
対
象
に
実
施
し
た

「
令
和
６
年
度
病
院
経
営
実

態
調
査
」（
令
和
６
年
６
月
調

査
）
で
も
80
・
１
％
（
集
計

対
象
５
７
８
病
院
の
う
ち
４

６
３
病
院
）
の
病
院
が
赤
字

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
状
況
は
さ
ら
に
悪
化

す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
現
在
直
面
す
る

急
激
な
物
価
高
騰
を
診
療
報

酬
に
反
映
す
る
仕
組
み
が
な

い
上
に
、
他
産
業
の
よ
う
に

価
格
転
嫁
も
で
き
な
い
た
め

病
院
経
営
の
悪
化
に
拍
車
を

掛
け
、
将
来
的
な
設
備
投
資

計
画
な
ど
に
も
支
障
を
来
た

上
で
の
課
題
は
多
い
。

　
現
在
、
救
急
医
療
、
高
度

医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
を

維
持
し
な
が
ら
、
医
師
の
働

き
方
改
革
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
タ
ス

ク
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
の
推
進

に
伴
う
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
職
種

を
中
心
と
し
た
採
用
も
進
め

て
い
る
が
、
充
分
な
診
療
報

酬
上
の
手
当
が
無
く
、
極
め

て
厳
し
い
状
態
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、「
宿
日
直
許
可
」
申

請
で
対
応
し
て
い
る
医
療
機

関
も
あ
る
が
、
根
本
的
な
解

決
に
は
な
っ
て
い
な
い
状
況

に
あ
り
、
今
後
、
医
師
確
保

が
一
層
困
難
に
な
る
悪
循
環

に
陥
っ
て
地
域
医
療
を
維
持

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
医
師
の
働
き
方
改
革
を
推

進
す
る
た
め
に
全
国
の
病
院

が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
十
分
に
把
握
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
柔
軟

に
実
効
性
・
即
効
性
の
あ
る

対
策
を
講
じ
、
地
域
医
療
の

確
保
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
取
り
計
ら
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

５
．
医
療
Ｄ
Ｘ
（
電
子
カ
ル

テ
な
ど
）
に
関
す
る
こ
と

　
医
療
現
場
で
は
電
子
カ
ル

テ
が
根
幹
と
な
り
必
要
不
可

欠
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
多

職
種
に
よ
る
共
同
活
動
が
進

む
病
院
医
療
に
お
い
て
、
電

に
基
づ
き
社
会
保
障
審
議
会

「
医
療
保
険
部
会
」
で
の
議

論
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
病
院
と
診
療
所
の
報

酬
体
系
に
つ
い
て

　
中
・
長
期
的
に
は
、
病
院

と
診
療
所
の
診
療
報
酬
体
系

を
別
に
す
る
こ
と
の
検
討
も

始
め
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
医
療
従
事
者
確
保
に
関

す
る
こ
と

　
政
府
は
「
賃
上
げ
は
成
長

戦
略
の
要
で
あ
り
、
物
価
上

昇
を
上
回
る
賃
上
げ
で
国
民

所
得
と
生
産
性
の
向
上
を
図

る
」
と
提
唱
し
て
い
る
が
、

現
在
の
診
療
報
酬
で
は
人
件

費
と
物
価
上
昇
は
賄
え
ず
、

内
部
留
保
が
無
い
中
で
賃
上

げ
を
す
る
原
資
は
無
い
状
況

に
あ
る
。

　
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
で
「
賃
上
げ
・
基
本
料
等

の
引
き
上
げ
」と
銘
打
ち「
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
の
創

設
及
び
「
初
再
診
料
・
入
院

基
本
料
の
増
点
」
を
原
資
に

対
象
職
種
に
対
し
て
賃
上
げ

が
行
わ
れ
た
が
、
今
も
尚
一

般
企
業
と
の
賃
金
格
差
は
大

き
く
、
人
材
が
一
般
企
業
等

の
他
業
界
に
流
出
し
、
医
療

業
界
を
目
指
す
人
材
は
じ
り

貧
状
態
に
あ
る
。

　
ま
た
、
医
療
専
門
職
種
を

は
じ
め
事
務
職
員
に
至
る
医

療
従
事
者
の
人
材
確
保
も
極

め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

人
材
確
保
の
た
め
に
医
療
業

情
報
シ
ス
テ
ム
の
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　
国
策
と
し
て
実
施
す
る
マ

イ
ナ
保
険
証
な
ど
医
療
Ｄ
Ｘ

化
の
進
展
に
伴
い
、
今
や
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
が
ク
ラ
ウ

ド
や
Ｖ
Ｐ
Ｎ
（
仮
想
専
用
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
な
ど
に
よ
る

外
部
接
続
す
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
。

　
病
院
に
お
け
る
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
必
須
で
あ

る
が
、
Ｅ
Ｄ
Ｒ
（E

ndpoi
n

t D
etection

 an
d 

R
esponse

）
や
Ｎ
Ｄ
Ｒ

（N
etw

ork D
etecti

on and R
esponse

）

な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
独
自
に
導
入

す
る
に
は
コ
ス
ト
面
で
大
き

な
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い

る
。

　
重
要
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
病

院
に
お
け
る
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
の
安
全
管
理
に
要
す
る

費
用
の
公
的
支
援
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
３
）
医
療
Ｄ
Ｘ
の
進
め
方

と
費
用
負
担

　
医
療
Ｄ
Ｘ
を
国
が
急
速
に

進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
詳

細
な
全
体
像
が
見
え
な
い
中

で
進
め
て
お
り
医
療
機
関
に

求
め
る
シ
ス
テ
ム
整
備
が
五

月
雨
式
に
生
じ
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
整
備
に
対
し
て
一
定

の
補
助
金
を
提
示
さ
れ
る
が

全
く
不
足
し
て
お
り
医
療
機

関
（
特
に
病
院
）
は
大
き
な

費
用
負
担
が
発
生
し
て
い

る
。
診
療
所
と
異
な
り
、
病

院
に
お
け
る
運
用
変
更
は
整

備
す
る
機
器
も
多
く
な
り
費

用
が
膨
大
と
な
る
。
医
療
Ｄ

Ｘ
で
行
う
詳
細
な
全
体
像
と

そ
れ
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

や
機
器
整
備
の
全
体
像
を
明

界
人
材
紹
介
業
者
へ
法
外
な

手
数
料
を
支
払
っ
て
い
る
の

が
現
実
で
あ
る
。

　
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
医

療
関
係
職
種
が
希
望
を
も
っ

て
就
業
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
も
、
一
般
企
業
並
み

の
賃
金
に
す
る
た
め
の
賃
上

げ
財
政
の
支
援
を
す
る
と
と

も
に
、
教
育
機
関
等
が
定
員

割
れ
す
る
こ
と
な
く
人
材
を

輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
必
要
な
財
政
支
援
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

３
．
医
療
に
係
る
控
除
対
象

外
消
費
税
に
つ
い
て

　
消
費
税
は
最
終
消
費
者
が

負
担
す
る
と
い
う
原
則
が
あ

る
が
、
医
療
に
お
い
て
は
非

課
税
と
さ
れ
て
い
る
た
め
病

院
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
分
は
診
療
報

酬
に
加
算
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
補
填
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の

物
価
高
騰
に
よ
り
消
費
税
の

負
担
割
合
が
増
加
し
て
い
る

が
、
２
年
ご
と
の
診
療
報
酬

改
定
で
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ

り
病
院
負
担
分
を
適
切
に
補

填
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
上

に
、
補
填
に
つ
い
て
も
バ
ラ

つ
き
が
あ
り
信
頼
性
・
公
平

性
に
欠
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
、

現
状
の
消
費
税
非
課
税
制
度

を
解
消
し
て
課
税
方
式
と
す

る
と
と
も
に
、
政
府
お
よ
び

確
に
し
た
う
え
で
、
そ
れ
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
や
機
器

整
備
を
国
の
責
任
で
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

６
．
新
た
な
地
域
医
療
構
想

に
つ
い
て

　
医
療
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
数
の
増
加
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
に
伴
う
医
療
従
事

者
数
の
減
少
等
も
相
ま
っ

て
、
地
域
ご
と
の
課
題
や
求

め
ら
れ
る
医
療
提
供
体
制
の

あ
り
方
は
異
な
っ
て
お
り
、

現
在
の
診
療
報
酬
だ
け
で
は

新
た
な
地
域
医
療
構
想
に
対

応
し
た
医
療
提
供
体
制
の
維

持
・
構
築
は
困
難
で
あ
る
。

　
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体

制
の
確
保
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す

る
た
め
に
も
、
国
・
都
道
府

県
に
お
い
て
補
助
金
の
充
実

等
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支

援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、
新
た
な
地
域
医
療

構
想
の
取
り
ま
と
め
に
お
い

て
、
精
神
医
療
を
新
た
に
地

域
医
療
構
想
に
位
置
付
け
る

こ
と
に
な
り
、
今
後
、
具
体

的
な
内
容
が
検
討
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
近
年
、
精
神
医
療
で
扱
う

疾
患
は
、
発
達
障
害
や
ト
ラ

ウ
マ
関
連
障
害
、
摂
食
障

害
、
依
存
症
な
ど
多
様
化
し

て
お
り
、
早
期
か
ら
の
対
応

や
予
防
が
重
要
で
あ
る
。
精

神
医
療
の
枠
に
留
ま
ら
ず
、

保
健
や
福
祉
、
教
育
な
ど
を

巻
き
込
ん
だ
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
あ
り
、
地
域
の
生
活

を
担
っ
て
い
る
都
道
府
県
等

自
治
体
の
意
見
を
取
り
入
れ

た
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
医
療
関
係
団
体
に

つ
い
て
は
、
公
民
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
聴
取
し
、
調
整
を

図
る
こ
と
。

７
．
感
染
症
対
応
「
看
護
要

員
と
入
院
患
者
の
比
率
」
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
に
変
更
さ
れ
た

が
、
病
床
や
検
査
の
確
保
は

も
と
よ
り
人
員
の
確
保
や
教

育
な
ど
、
同
感
染
症
に
対
応

す
る
た
め
の
体
制
は
変
更
前

と
同
様
の
体
制
を
確
保
・
維

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
手
厚
い
加
算
点
数

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
同
５
類
で
あ
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症
を
含

め
、
病
院
内
で
は
ク
ラ
ス
タ

ー
等
の
発
生
を
最
も
警
戒

し
、
緊
張
し
た
運
営
を
継
続

し
て
い
る
が
、
ひ
と
た
び
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
れ
ば
そ

の
対
応
に
追
わ
れ
る
ば
か
り

か
、
職
員
の
罹
患
に
よ
る
人

員
数
確
保
が
困
難
と
な
り
、

収
入
の
根
幹
で
あ
る
入
院
基

本
料
の
維
持
に
影
響
す
る
。

　
つ
い
て
は
、「
看
護
要
員

の
数
と
入
院
患
者
の
比
率
並

び
に
看
護
師
及
び
准
看
護
師

の
数
に
対
す
る
看
護
師
の
比

率
」
の
特
例
措
置
を
継
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

８
．
精
神
科
医
療
に
つ
い
て

（
１
）
所
管
を
医
政
局
へ
移

管　
新
た
な
地
域
医
療
構
想
の

取
り
ま
と
め
に
お
い
て
、
精

神
医
療
が
新
た
に
地
域
医
療

構
想
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
今
後
、
身
体

疾
患
に
対
す
る
医
療
と
精
神

医
療
に
対
す
る
医
療
の
双
方

を
必
要
と
す
る
患
者
へ
の
対

令
和
７
年
度
定
時
総
会
「
決
議
」

令
和
７
年
度
定
時
総
会
「
決
議
」

全
国
公
私

病
院
連
盟

３
面
へ
つ
づ
く

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
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〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

２
面
か
ら
つ
づ
く

応
等
、
精
神
医
療
と
一
般
医

療
と
の
連
携
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
益
々
重
要
と
な
っ

て
く
る
。

　
精
神
医
療
と
一
般
医
療
が

垣
根
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
る
た
め
に
も
、
現
在
の
精

神
医
療
の
所
管
で
あ
る
社
会

・
援
護
局
か
ら
医
政
局
に
移

管
す
る
こ
と
。

（
２
）
非
自
発
的
入
院
医
療

を
高
規
格
精
神
科
病
棟
へ
限

定　
急
性
期
入
院
医
療
及
び
措

置
入
院
・
医
療
保
護
入
院
等

の
非
自
発
的
入
院
医
療
に
つ

い
て
は
、
質
の
高
い
入
院
医

療
及
び
退
院
後
の
適
切
な
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ

り
、
高
規
格
の
精
神
科
病
棟

に
入
院
先
を
限
定
す
る
べ
き

で
あ
る
。

　
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、

施
設
基
準
と
医
療
費
給
付
を

一
般
病
床
並
み
と
す
る
こ
と
。

（
３
）
精
神
科
が
担
う
政
策

医
療
へ
の
支
援
の
充
実

　
精
神
科
は
、
災
害
精
神
科

医
療
、
司
法
精
神
科
医
療
、

重
度
・
慢
性
期
の
医
療
、
児

童
・
思
春
期
精
神
科
医
療
、

重
度
依
存
症
医
療
、
身
体
合

併
症
医
療
等
の
多
岐
に
渡
る

政
策
医
療
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
医
療
提
供
体
制

確
保
の
た
め
に
は
診
療
報
酬

で
は
担
保
で
き
な
い
多
く
の

人
員
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
の
制
度
的
・
財
政
的
支

援
を
充
実
す
る
こ
と
。

（
４
）
精
神
科
病
院
勤
務
医

師
の
地
域
偏
在
へ
の
抜
本
的

な
対
策

　
精
神
科
診
療
所
は
都
市
部

に
集
中
し
て
お
り
、
地
方
で

は
い
わ
ゆ
る
総
合
病
院
精
神

科
が
唯
一
の
精
神
科
医
療
機

関
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
精

神
疾
患
は
薬
物
治
療
だ
け
で

な
く
長
期
に
わ
た
る
療
養
指

導
が
必
要
で
あ
り
、
外
来
患

者
は
無
制
限
に
増
え
続
け
勤

務
医
師
の
疲
弊
が
著
し
い
。

　
一
般
科
の
み
な
ら
ず
精
神

科
医
師
の
提
供
体
制
に
つ
い

て
も
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ

る
こ
と
。

（
５
）
精
神
科
医
療
提
供
体

制
の
在
り
方
を
地
域
医
療
構

想
と
と
も
に
検
討

　
認
知
症
ば
か
り
で
な
く
、

若
年
者
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
・

ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
依
存
は
我

が
国
の
社
会
を
根
幹
か
ら
揺

る
が
す
問
題
で
あ
る
。
さ
ら

に
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障
害
や

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
へ
の
対
策

も
不
可
欠
で
あ
り
、
精
神
疾

患
は
特
殊
な
も
の
で
は
な
い

と
い
う
認
識
を
持
つ
必
要
が

あ
る
。

　
精
神
疾
患
の
社
会
に
与
え

る
影
響
を
考
え
れ
ば
、
最
初

か
ら
一
般
医
療
提
供
体
制
と

同
様
な
視
点
、
プ
ロ
セ
ス
に

よ
り
検
討
し
、
一
般
医
療
と

一
体
的
に
施
行
す
る
こ
と
。

（
６
）
精
神
疾
患
に
対
応
し

た
感
染
症
病
床
の
整
備

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
の
経
験
や
改

正
さ
れ
た
感
染
症
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
精
神
障
害
者
や

知
的
障
害
者
、
認
知
症
患
者

に
も
対
応
可
能
な
感
染
症
病

床
の
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
上
記
決
議
す
る
。

　
令
和
７
年
６
月
11
日

　
全
国
公
私
病
院
連
盟

　
令
和
７
年
度
定
時
総
会

一
般
社
団
法
人

　
全
国
公
私
病
院
連
盟

役
員
名
簿

　
６
月
11
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
全
国
公

私
病
院
連
盟
の
「
令
和
７
年
度
（
第
66
回
）

定
時
総
会
」
で
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
会

長
に
は
邉
見
公
雄
氏
（
赤
穂
市
民
病
院
・
名

誉
院
長
）
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は

役
員
名
簿
を
掲
載
し
ま
す
。

会
　
長
＝
邉
見
公
雄
（
赤
穂

市
民
病
院
名
誉
院
長
）

副
会
長
＝
中
房
祐
司
（
福
岡

赤
十
字
病
院
院
長
）

副
会
長
＝
北
村
　
立
（
石
川

県
立
こ
こ
ろ
の
病
院
院
長
）

常
務
理
事
＝
中
野
　
実
（
前

橋
赤
十
字
病
院
院
長
）

常
務
理
事
＝
女
屋
光
基
（
独

立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

下
総
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
院

長
）

理
　
事
＝
辻
　
尚
志
（
岡
山

赤
十
字
病
院
名
誉
院
長
・
地

域
医
療
連
盟
課
顧
問
）

理
　
事
＝
髭
　
修
平
（
北
海

道
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
札
幌
厚
生
病
院
病
院
長
）

理
　
事
＝
中
瀬
真
治
（
三
重

県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
鈴
鹿
厚
生
病
院
院
長
）

監
　
事
＝
遠
山
正
博
（
公
益

財
団
法
人
日
産
厚
生
会
佐
倉

厚
生
園
病
院
名
誉
院
長
）

副
会
長
＝
望
月
　
泉
（
八
幡

平
市
病
院
事
業
管
理
者
兼
八

幡
平
市
立
病
院
統
括
院
長
）

副
会
長
＝
三
角
隆
彦
（
神
奈

川
県
済
生
会
横
浜
市
東
部
病

院
院
長
）

常
務
理
事
＝
野
村
幸
博
（
地

方
独
立
行
政
法
人
総
合
病
院

国
保
旭
中
央
病
院
副
理
事
長

兼
統
括
病
院
長
）

常
務
理
事
＝
川
嶋
成
乃
亮

（
大
阪
府
済
生
会
中
津
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
総
長
）

理
　
事
＝
大
友
建
一
郎
（
青

梅
市
病
院
事
業
管
理
者
兼
青

梅
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
）

理
　
事
＝
石
川
悦
久
（
医
療

法
人
社
団
駿
栄
会
御
殿
場
石

川
病
院
理
事
長
）

理
　
事
＝
荒
川
穣
二
（
北
見

赤
十
字
病
院
院
長
）

監
　
事
＝
岡
田
俊
英
（
石
川

県
立
中
央
病
院
院
長
）

副
会
長
＝
辻
井
正
彦
（
地
方

独
立
行
政
法
人
市
立
東
大
阪

医
療
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

副
会
長
＝
重
井
文
博
（
社
会

医
療
法
人
創
和
会
し
げ
い
病

院
理
事
長
）

常
務
理
事
＝
新
谷
史
明
（
い

わ
き
市
病
院
事
業
管
理
者
）

常
務
理
事
＝
佐
能
量
雄
（
社

会
医
療
法
人
光
生
病
院
理
事

長
・
院
長
）

理
　
事
＝
木
原
康
樹
（
地
方

独
立
行
政
法
人
神
戸
市
民
病

院
機
構
神
戸
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
中
央
市
民
病
院
病
院
長
）

理
　
事
＝
小
關
（
こ
せ
き
）

剛
（
医
療
法
人
社
団
筑
波
記

念
会
筑
波
記
念
病
院
理
事
長
）

理
　
事
＝
松
浦
　
弘
（
福
岡

県
済
生
会
福
岡
総
合
病
院
名

誉
院
長
）

監
　
事
＝
青
墳（
あ
お
つ
か
）

信
之
（
成
田
赤
十
字
病
院
院

長
）

副
会
長
＝
浦
田
士
郎
（
愛
知

県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
安
城
更
生
病
院
名
誉
院
長
）

副
会
長
＝
中
村
哲
也
（
医
療

法
人
社
団
明
芳
会
板
橋
中
央

総
合
病
院
理
事
長
）

常
務
理
事
＝
鎌
田
修
博
（
神

奈
川
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会
伊
勢
原
協
同
病
院
院

長
）

常
務
理
事
＝
佐
々
木
敬
（
公

益
財
団
法
人
佐
々
木
研
究
所

理
事
長
）

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
で
は

左
記
の
催
し
を
開
催
し
ま
す

の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
10
月
２
日
（
木
）

第
35
回
「
国
民
の
健
康
会

議
」（
日
本
教
育
会
館
「
一
ツ

橋
ホ
ー
ル
」）

◆
11
月
20
日
（
木
）

第
36
回
「
看
護
管
理
セ
ミ
ナ

ー
」
（
食
品
衛
生
セ
ン
タ

ー
）

◆
12
月
４
日
（
木
）

第
33
回
「
医
療
事
故
防
止
セ

ミ
ナ
ー
」（
全
国
都
市
会
館
）

【
短
信
】

全
国
公
私
病
院
連
盟
か
ら
の

お
知
ら
せ

一般社団法人 全国公私病院連盟 加盟正会員および所在地一覧

全国公私病院連盟
一般社団法人

会 長 邉 見 公 雄

〒111-0042

東京都台東区寿 4-15-7

食品衛生センター7 階

TEL 03-6284-7180 FAX 03-6284-7181

e-mail byo-ren@jb3.so-net.ne.jp

全国自治体病院協議会
公益社団法人

会 長 望 月 泉

〒102-8556

東京都千代田区平河町 2-7-5

砂防会館 本館 7 階

TEL 03-3261-8555 FAX 03-3261-1845

全国公立病院連盟

会 長 辻 井 正 彦

〒578-8588

大阪府東大阪市西岩田 3-4-5

市立東大阪医療センター内

TEL 06-6781-5101 FAX 06-6781-2194

全国厚生農業協同組合連合会

会 長
代表理事

長谷川 浩 敏

〒100-6827

東京都千代田区大手町 1-3-1

JA ビル 27 階

TEL 03-3212-8000 FAX 03-3212-8008

日本赤十字社病院長連盟

会 長 中 房 祐 司

〒105-0012

東京都港区芝大門 1-1-3

日本赤十字社ビル西館 6 階

TEL 03-5733-4296 FAX 03-5733-4297

全国済生会病院長会

会 長 三 角 隆 彦

〒230-8765

神奈川県横浜市鶴見区下末吉 3-6-1

神奈川県済生会横浜市東部病院内

TEL 045-576-3000 FAX 045-567-3525

岡山県病院協会
一般社団法人

会 長 重 井 文 博

〒700-0024

岡山県岡山市北区駅元町 19-2

岡山県医師会館 5 階

TEL 086-250-1124 FAX 086-250-3458

日本私立病院協会

会 長 中 村 哲 也

〒111-0042

東京都台東区寿 4-15-7

食品衛生センター7 階

TEL 03-5830-7503 FAX 03-5830-7504

日本公的病院精神科協会
一般社団法人

会 長 北 村 立

〒700-0915

岡山県岡山市北区鹿田本町 3-16

岡山県精神科医療センター内

TEL 086-225-3821 FAX 086-234-2639
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全国公私病院連盟
第35回「国民の健康会議」開催へ第35回「国民の健康会議」開催へ

〝
人
生
1
0
0
年
を
生
き
抜
こ
う
〟を
テ
ー
マ
に

10
／
2（
木
）、日
本
教
育
会
館「
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
」で

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
開
催
し
て
い
る「
国
民
の
健
康
会
議
」

を
10
月
２
日
（
木
）
に
日
本
教
育
会
館
「
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
」（
東
京
都
千
代
田
区
一
ツ

橋
）
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
迎
え
て
35
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
人
生
１
０
０
年
を

生
き
抜
こ
う
‼
」を
テ
ー
マ
に
、
各
界
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の「
国
民
健
康
会
議
」

テ
ー
マ
は
「
人
生
１
０
０
年

を
生
き
抜
こ
う
‼
」
で
す
。

　
第
１
部
（
午
後
１
時
）
は
、

本
連
盟
の
特
別
参
与
の
渡
邉

古
志
郎
先
生
の
司
会
に
よ

り
、「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
防
止
」
に
つ
い
て

大
江
隆
史
先
生
、「
口
腔
フ

レ
イ
ル
防
止
」
に
つ
い
て
深

田
拓
司
先
生
、「
認
知
症
防

止
」
に
つ
い
て
、
繁
田
雅
弘

先
生
、「
尿
失
禁
防
止
」
に
つ

い
て
巴
ひ
か
る
先
生
の
４
先

生
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　
引
き
続
い
て
第
２
部
（
午

後
３
時
よ
り
）
で
は
、
本
連

盟
の
顧
問
の
中
嶋
昭
先
生
の

司
会
で
、
行
天
良
雄
先
生
、

川
嶋
み
ど
り
先
生
を
お
迎
え

し
て
、
本
連
盟
の
邉
見
公
雄

も
加
え
て
対
談
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
参

加
に
つ
い
て
は
事
前
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
全

国
公
私
病
院
連
盟
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
参
加
の
お
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。

　
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
問
合
先
＝
全
国
公
私
病
院

連
盟
事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

（
６
２
８
４
）
７
１
８
０

　
「
日
本
教
育
会
館
」
の
所

在
地
＝
東
京
都
千
代
田
区
一

ツ
橋
２
―
６
―
２

ロコモティブシ

ンドローム防止
大 江 隆 史 氏 ＮＴＴ東日本関東病院 院長

口腔フレイル防止 深 田 拓 司 氏 一般社団法人大阪府歯科医師会 会長

認知症防止 繁 田 雅 弘 氏
一般社団法人日本認知症ケア学会 理事長，東京

慈恵会医科大学 名誉教授，栄樹庵診療所 院長

尿失禁防止
（女性中心に）

巴 ひかる 氏
社会医療法人石心会 さやま総合クリニック泌尿

器科部長，埼玉石心会病院泌尿器科顧問

（司会）渡邉 古志郎 氏（横浜市立市民病院・名誉院長）

行 天 良 雄 氏 医事評論家

川嶋 みどり 氏 日本赤十字看護大学 名誉教授

邉 見 公 雄 全国公私病院連盟 会長

（司会）中 嶋 昭 氏（日産厚生会玉川病院・名誉院長）

公益社団法人 全国自治体病院協議会・全国公立病院連盟・全国厚生農業協同組合連合会・

日本赤十字社病院長連盟・全国済生会病院長会・一般社団法人 岡山県病院協会・

日本私立病院協会・一般社団法人 日本公的病院精神科協会

全国公私病院連盟 加盟８団体

第
１
部
【
各
界
専
門
家
の
講
演
】

第
２
部
【

対

談

】

しげた・まさひろ

ともえ・ひかる

ふかた・ひろつか

ぎょうてん・よしお

かわしま・みどり

へんみ・きみお

おおえ・たかし

協賛：公私病連共
株式会社

済会

全国公私病院連盟の会員病院向け保険制度のご案内

「ハラスメント」 「雇用問題」 に対する備えは万全ですか？

雇用上の差別・各種ハラスメント・不当解雇等、雇用慣行に関連  

する賠償請求のケースは多岐に渡ります。 

また、雇用慣行賠償リスクはマネジメントレベルの管理では防ぎき 

れない性質が強く、有事の際の費用や、対応体制の構築も同時 

にご検討されることをおすすめします。 

労働災害補償制度とは別に、民法上の責任が発生した

場合の高額補償に備えませんか？

労働災害に認定された場合であって、その災害について事業主 

の過失をめぐって争われるような場合は、民法上の損害賠償責 

任が問題となるケースが増えています。 

保険期間：2024 年 11 月 1 日～2025 年 11 月 1 日 

     ※いつからでも中途加入が可能です。 

★ 保険の詳しい内容は、パンフレットを「全国公私病院連盟
ホームページ（https://www.byo-ren.com）」の
「保険のご案内」に掲載しておりますのでご欄ください。
右記のＱＲコードからのアクセスも可能です。

SJ24-05793 2024/08/07

損害保険ジャパン 株式会社

〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1 

TEL 03-3349-5113  

受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで

< お 問 合 せ 先 >

取扱代理店           引受保険会社

株式会社 公私病連共済会

〒111-0042 東京都台東区寿 4-15-7 

          食品衛生センター7階 

TEL 03-5830-6193 FAX 03-5830-6194 

受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで 

全国公私病院連盟から新刊のご案内

発刊：一般社団法人全国公私病院連盟

病院経営実態調査報告

病院経営分析調査報告

病院概況調査報告書

全国公私病院連盟のホームページから調査結果の概要がご覧になれます

令和６年

病院経営分析調査報告

（令和６年 6 月調査）

一般社団法人 全国公私病院連盟

定価 12,000 円＋税

Ａ4 版 785 ページ

定価 16,000 円＋税

Ａ4 版 742 ページ

定価 18,000 円＋税

Ａ4 版 631 ページ

令和６年

６月調査

令和６年

６月調査

令和６年

６月調査

令和６年

病院経営実態調査報告

（令和６年 6 月調査）

一般社団法人 全国公私病院連盟

ご購入の際は全国公私病院連盟のホームページ

からお求めください。https://www.byo-ren.com/

令和６年

病院概況調査報告書

（令和 6年 6 年月調査）

一般社団法人 全国公私病院連盟

経営上の指標を量的・質的に分析!!

収支の状況を統計的に把握!!

内容：経営収支の状況、医療収支の状況 など

内容：患者 医師１人１日当たり診療収入 など

内容：病床利用率、在院日数、施設状況 など


